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える教育効果を明らかにすることを目的とした。そして，ボーイスカウト 708 名（男子 531 名 , 
女子 177 名）を調査対象者に，1 年間のスカウティングへの参加前（事前調査：2017 年 4 月
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　2022 年に 100 年を迎える日本のボーイスカウト
運動であるが，わが国におけるスカウト活動（以
降，スカウティング）の教育効果に関する実証的







































スカウト 708 名（男子 531 名，女子 177 名）とした。
（２）調査方法
　調査は，1 年間のスカウティングへの参加前（事
前調査：2017 年 4 月から 6 月）と参加後（事後調
























































































F1 F2 F3 F4 F5 F6 F7 F8 共通性
だれとでも仲よくできる。 .79 .12 .15 .02 .09 .08 .04 .12 .70
新しい学年でｸﾗｽ替えがあっても、うまく友だちを作ることができる。 .78 .04 .09 .02 .09 .18 .08 .12 .67
だれにでも話しかけることができる。 .73 .06 .22 -.06 .02 .13 -.11 .13 .63
もし、転校することになっても、新しい学校でうまくやっていける。 .66 .05 .10 -.02 .13 .08 .00 .22 .52
周りの人とは、協力してたいていのことをうまくやっていける。 .59 .11 .10 .27 .18 .13 .22 .17 .57
上の学校に進んでも、うまくやっていける。 .52 .11 .10 .17 .16 .13 .13 .23 .43
だれにでも、あいさつができる。 .51 .14 .31 .09 .11 .12 .01 .04 .41
11.。るきでがとこるけつ見を題課や点題問で分自 .60 .11 .05 .14 .24 .08 .06 .47
何かを自分で決めるときには、どういう結果になるかをよく考える。 .10 .59 .13 .07 .10 .21 .13 .05 .45
11.。るれらて立が画計で分自、てし通見を先 .53 .20 .09 .08 .00 .15 .17 .40
何かを自分で決めるときには,軽はずみな決断(決め方)はしない。 .00 .47 .07 .25 .07 .05 .13 .18 .35
71.。るきでがとこく聞とんちきをし話の人 .46 .11 .23 .19 .16 .33 -.02 .48
10.。いなしをい使だむのﾉﾓや金お .46 .06 .33 -.04 -.03 .22 .05 .37
03.。るきでが動行いしわさふに場のそ .43 .07 .29 .15 .18 .29 .05 .52
ほかの人が困っているのを見ると、何とかしてあげたくなる。 .16 .07 .76 .13 .23 .18 .12 .08 .73
ほかの人が助けを求めていたら、できるだけ力になりたい。 .25 .08 .69 .16 .14 .08 -.01 .08 .60
12.71.。だき好がのるげあてしをか何にめたの人 .65 .03 .06 .03 .09 .11 .52
62.92.。るえ考をかるきでが何、らたいでんし苦が人のかほ .51 .10 .24 .07 .04 .01 .49
危険なことや やってはいけないことには、手を出さない。 .05 .17 .03 .70 .06 .14 .16 .06 .58
11.52.80.。るいてしにうよいなかづ近、はに面場や況状な険危 .65 .15 .08 .06 -.07 .54
71.01.30.。るいてしにうよいならわ加はにび遊な険危 .58 .08 .14 .12 .04 .42
90.92.02.32.。くづ気にれそ、とるいでんし悲がちだ友 .67 .16 .07 .09 .68
41.62.32.82.。くづ気にれそ、とるいでん込ち落がちだ友 .62 .18 .11 .07 .66
71.91.01.71.。くづ気にれそ、とるいてし害を分気がちだ友 .59 .17 .16 .19 .54
50.90.80.71.02.。るいてっかわが所短と所長の分自 .62 .14 .06 .49
自分がうまくできることと、できないことがわかっている。 .21 .08 .10 .16 .17 .60 .08 .11 .49
41.31.01.61.51.。るいてっかわがとこな意得不、ととこな意得の分自 .59 .08 .01 .44
70.50.21.21.61.50.。いなわ言をままがわ、なてっか分自 .66 .10 .51
90.01.01.40.32.21.。いなしはりた当つ八、もてっあがとこなやい .53 .15 .40




負荷量の平方和 3.89 2.43 2.33 1.91 1.66 1.57 1.55 1.25 16.59














































































































　回収率は，事前調査 63.4％（449 ／ 708），事後
調査 30.1％（213 ／ 708）であった。有効回答者
数は，事前調査 449 名（男子 319，女子 129，不
明 1），事後調査 213 名（男子 152，女子 60，不明
1），事前事後の両調査に回答した有効回答者数は，
156 名（男子 111，女子 45）であった。平均年齢は，
事前調査の有効回答者では，男女込み 12.7 歳（SD
＝ 1.3 歳），男子 12.7 歳（SD ＝ 1.3 歳），女子 12.6
歳（SD ＝ 1.3 歳）。事後調査の有効回答者では，
男女込み 13.3 歳（SD ＝ 1.2 歳），男子 13.4 歳（SD
＝ 1.2 歳），女子 13.1 歳（SD ＝ 1.3 歳）。事前事後
の両調査への有効回答者では，男女込み 12.5 歳（SD
＝ 1.2 歳），男子 12.6 歳（SD ＝ 1.2 歳），女子 12.2
歳（SD ＝ 1.2 歳）であった。
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8 側面（最低 1 点，最高 5 点）のうち，自制心に
おいてのみ，事前調査（3.3 点）と事後調査（3.5 点）






体（最低 20 点，最高 100 点），上位指標の課題達
成機能（最低 12 点，最高 60 点）と集団維持機能（最
低 8 点，最高 40 点），中位指標のリーダーシップ
の 5 つの力（最低 4 点，最高 20 点），下位指標（最








　自尊心（最低 10 点，最高 50 点）については，
事前調査（33.7 点）と事後調査（34.5 点）との間に，

















表４　自律の力の変化（事前調査 vs 事後調査：t 検定）
平均値 N 標準偏差 t 値 自由度
有意確率
(両側)
事前：自律の力 3.7 115 0.49 1.48 114 n.s.
事後：自律の力 3.8 115 0.48
事前：社会的能力 3.6 126 0.78 1.33 125 n.s.
事後：社会的能力 3.7 126 0.72
事前：問題解決能力 3.5 135 0.61 1.69 134 n.s.
事後：問題解決能力 3.6 135 0.61
事前：愛他心 4.0 136 0.71 0.00 135 n.s.
事後：愛他心 4.0 136 0.67
事前：危険回避 4.2 150 0.70 1.75 149 n.s.
事後：危険回避 4.1 150 0.75
事前：共感性 4.0 151 0.68 0.39 150 n.s.
事後：共感性 4.0 151 0.70
事前：自己理解 4.0 139 0.73 0.38 138 n.s.
事後：自己理解 4.0 139 0.68
事前：自制心 3.3 141 0.84 2.94 140 .01
事後：自制心 3.5 141 0.73
事前：身体的耐性 3.3 144 1.04 0.17 143 n.s.
事後：身体的耐性 3.4 144 0.94  
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表５　リーダーシップの変化（事前調査 vs 事後調査：t 検定結果）




























































有意に高かった（F（1, 112）＝ 8.38, p ＜ .05）。ま
た，1 年間の活動の前と後における活動の楽しさ
の単純主効果はともに有意であった（前：F（2, 
112）＝ 6.15, p ＜ .01，後：F（2, 112）＝ 20.40, p
136



















4.10, p ＜ .05）。また，1 年間の活動の前と後にお
ける活動の楽しさの単純主効果は，活動の前では
（F（2, 148）＝ 2.84, n.s.），活動の楽しさによって
共感性の高さに有意な差は認められなかったが，























た（F（1, 132）＝ 4.98, p ＜ .05）。また，1 年間の
活動の前と後における活動の楽しさの単純主効果
はともに有意であった（前：F（2, 132）＝ 6.96, p



















136）＝ 5.15, p ＜ .05）。また，1 年間の活動の前
と後における活動の楽しさの単純主効果はともに
有意であった（前：F（2, 136）＝ 6.27, p ＜ .01，後：
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136）＝ 3.46, p ＜ .05）が認められた。単純主効果
検定の結果，2 級スカウトは，1 年間の活動の前
（3.1）より後（3.6）の方が，自制心が有意に高かっ
た（F（1, 136）＝ 18.83, p ＜ .001）。また，1 年間
の活動の前と後における活動の楽しさの単純主効
果は，活動の前は有意であった（F（3, 136）＝ 2.68, 




































有意に高かった（F（1, 130）＝ 12.59, p ＜ .001）。
また，1 年間の活動の前と後における活動の楽し
さの単純主効果は，１年間の活動の前は有意では
なく（F（3, 130）＝ 0.44, n.s.），進級レベルによっ
て能力の高さに有意な差は認められなかったが，












136）＝ 5.02, p ＜ .01）が認められた。単純主効果
検定の結果，1 級スカウトは，1 年間の活動の前
（6.6）より後（7.8）の方が，計画・判断のリーダー
シ ッ プ 能 力 が 有 意 に 高 か っ た（F（1, 136） ＝
























































はなかった（F（2, 98）＝ 1.49, n.s.）が，活動の
























　計画 ･ 判断においては，進級意欲の要因と 1 年
間のスカウティング要因の有意な交互作用（F（2, 




（1, 111）＝ 11.68, p ＜ .001）。また，また，1 年間
の活動の前と後における進級意欲の単純主効果
は，1 年間の活動の前は，進級意欲によって計画




＝ 0.58, n.s.）が，活動の後は有意であった（F（2, 





































シップ能力が有意に高かった（F（1, 110）＝ 5.08, 
p ＜ .05）。また，1 年間の活動の前と後における
進級意欲の単純主効果は，1 年間の活動の前は，
進級意欲によってリーダーシップ（全体）の高さ
に有意な差はなかった（F（2, 110）＝ 1.52, n.s.）が，























はなかった（F（2, 120）＝ 0.43, n.s.）が，活動の
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について　日本心理学会第 82 回発表論文集 , 
1724.
